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令
和
３
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

活
力
と
幸
せ
を
実
感
で
き
る
内
容
に
し
た
い

問　

望
月
町
政
２
期
目
初
め
て
と

な
る
3
年
度
予
算
編
成
の
基
本

的
な
考
え
方
は

町
長　

３
年
度
当
初
予
算
編
成

は
、
２
期
目
を
ス
タ
ー
ト
し
た

最
初
の
予
算
編
成
で
あ
る
。

　
　

念
頭
に
あ
る
の
は
「
安
ら
ぎ

と　

活
力
あ
る　

ひ
ら
か
れ
た

ま
ち
」  

「
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た　

育
っ
て
よ
か
っ
た　

住
ん
で
よ

か
っ
た
身
延
町
」
を
目
指
す
た

め
、
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
と
し
た

多
様
な
施
策
を
展
開
し
、
町
民

が
活
力
と
幸
せ
を
実
感
で
き
る

予
算
編
成
に
し
た
い
。

若
者
向
け
公
的
住
宅
の
整
備

問　

下
山
地
区
の
工
業
団
地
入
居

企
業
の
社
員
を
含
む
若
者
向
け

公
的
住
宅
の
確
保
は

建
設
課
長　

本
町
で
は
若
者
の
定

住
、
子
育
て
支
援
の
環
境
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
を

推
進
す
る
た
め
に
は
住
宅
環
境

の
整
備
が
不
可
欠
。

　
　

身
延
工
業
団
地
工
業
会
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
入
居
企
業

は
単
身
者
向
け
住
宅
の
整
備
を

望
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
必
要

戸
数
、
間
取
り
等
を
確
認
し
な

が
ら
、
建
設
候
補
地
を
模
索
し

て
い
く
。

指
定
期
間
満
了
に
伴
う
指
定

管
理
者
の
更
新

問　
「
下
部
農
村
文
化
公
園
【
道

の
駅
し
も
べ
】」、「
市
之
瀬
味

噌
加
工
所
」、「
本
栖
湖
い
こ
い

の
森
キ
ャ
ン
プ
場
」、「
み
の
ぶ

自
然
の
里
」
は
指
定
管
理
制
度

を
採
用
し
、
民
間
事
業
者
が
管

理
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
事
業
者
と
の
契
約
期
間
が
３

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
と

な
る
が
、
現
在
、
指
定
管
理
者

の
募
集
に
関
す
る
手
続
き
は
ど

の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の

か
産
業
課
長　
「
下
部
農
村
文
化
公

園
【
道
の
駅
し
も
べ
】」、「
市

之
瀬
味
噌
加
工
所
」
は
、
指
定

期
間
が
満
了
後
は
指
定
管
理
者

の
選
定
を
行
わ
な
い
予
定
。
下

部
農
村
文
化
公
園
は
、
一
時
休

業
し
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

図
る
。
市
之
瀬
味
噌
加
工
所
は

町
が
管
理
し
、
下
部
味
噌
、
あ

け
ぼ
の
大
豆
味
噌
、
味
噌
づ
く

り
体
験
な
ど
を
集
約
し
た
施
設

へ
の
更
新
を
検
討
す
る
。
３
年

度
は
、
以
上
の
２
施
設
は
町
が

管
理
す
る
。

観
光
課
長　
「
本
栖
湖
い
こ
い
の

森
キ
ャ
ン
プ
場
」
は
、
現
在
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
の
ぶ
観
光
セ
ン

タ
ー
が
指
定
管
理
者
だ
が
、
３

年
度
以
降
は
指
定
管
理
の
申
請

を
行
わ
な
い
方
針
で
あ
り
、
町

内
の
事
業
者
が
指
定
申
請
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。
従
前
の
と

お
り
、
公
募
に
よ
ら
な
い
選
定

を
考
え
て
い
る
。

　
　
「
み
の
ぶ
自
然
の
里
」は
、「
公

の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
」

に
よ
り
既
に
公
募
を
締
め
切

り
、
１
件
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
　

今
後
は
、
１
月
中
旬
に
開
催

予
定
の
「
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
選
定
委
員
会
」
で
審
査
が

行
わ
れ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

•
政
策
形
成
能
力
の
向
上
と
職
員

研
修
に
つ
い
て

•
２
年
度
各
種
計
画
策
定
な
ど
に

係
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務

委
託
に
つ
い
て

ここが聞きたい！

一般質問

いこいの森キャンプ場

一般質問

問答
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「
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」と
い
う
政
策
に
つ
い
て

町
民
憲
章
を
基
本
理
念
と
し
て
推
進

問　

菅
総
理
は
施
政
方
針
演
説

で
、不
妊
治
療
費
へ
の
国
保
適

用
を
訴
え
た
。町
長
の「
生
ま
れ

て
よ
か
っ
た
」と
い
う
政
策
に
つ

い
て
そ
の
意
味
を
改
め
て
聞
く

町
長　

本
町
で
は
、不
妊
治
療
の

助
成
を
行
っ
て
い
る
。治
療
が
実

を
結
び
、子
ど
も
を
授
か
り
誕
生

を
迎
え
ら
れ
れ
ば
家
族
全
員
が

喜
び
を
感
じ
る
と
思
う
。私
は
、

身
延
町
民
憲
章
を
基
本
理
念
と

し
て
第
二
次
総
合
計
画
を
進
め

て
い
る
。「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
」の
好
循
環
に
よ
り「
生
ま
れ

て
よ
か
っ
た　

育
っ
て
よ
か
っ

た　

住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
い
う

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

「
育
っ
て
よ
か
っ
た
」に
つ
い
て

問　

町
長
が
進
め
て
い
る「
子
ど
も

子
育
て
政
策
」に
表
れ
て
い
る

が
、学
校
が
減
っ
て
子
ど
も
の
数

も
減
少
し
て
地
域
の
行
事
に
も

影
響
が
あ
る
。町
長
の「
育
っ
て

よ
か
っ
た
」政
策
と
は

町
長　

現
在
、
新
中
学
校
の
建
設

計
画
を
進
め
て
い
る
が
、
子
育

て
環
境
の
整
備
、
入
園
・
入
学

支
度
金
増
額
な
ど
で
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　
　

子
ど
も
た
ち
に
も
こ
の
町
で

子
育
て
し
た
い
と
い
う
思
い
に

つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」に
つ
い
て

問　
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
需
要

が
増
え
て
い
る
が
、「
空
き
家

バ
ン
ク
」
の
実
態
と
今
後
の
取

り
組
み
は

企
画
政
策
課
長　

27
年
度
に
７
１

　

０
万
円
余
り
で
空
き
家
調
査
を

実
施
し
た
。
所
有
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
４
０
５
棟
の
空
き
家

を
把
握
し
、１
０
８
棟
の
登
録
を

受
け
た
。
多
額
の
費
用
が
か
か

る
の
で
、今
後
は
効
率
的
な
調

査
方
法
を
検
討
し
、助
成
制
度

の
活
用
を
含
め
て
、調
査
の
実
施

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設

問　

都
市
部
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
で

働
く
人
が
増
え
て
い
る
。
各
地

で
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
た

め
の
移
住
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
が
、
本
町
で
も
開
設

予
定
は
あ
る
か

企
画
政
策
課
長　

県
は
、サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
助
成
制
度
を
設

け
て
い
る
。本
町
で
も
誘
致
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
登

録
者
は
ど
の
く
ら
い
か

町
民
課
長　

２
年
11
月
15
日
現
在

２
８
０
４
人
で
、
町
民
の
約
４

分
の
１
が
所
有
し
て
い
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途

問　

２
年
度
の
本
町
へ
の
森
林
環

境
譲
与
税
は
２
４
８
０
万
円
だ

が
、
そ
の
使
い
み
ち
は

産
業
課
長　

森
林
所
有
者
意
向
調

査
の
ほ
か
に
、
林
道
台
帳
の
パ

ソ
コ
ン
リ
ー
ス
料
、
森
林
整
備

用
自
走
型
竹
・
樹
木
等
粉
砕
機

（
材
木
等
パ
ワ
ー
シ
ュ
レ
ッ
ダ

ー
）
等
で
、残
額
は
基
金
と
し
、

３
年
度
以
降
の
森
林
環
境
事
業

の
財
源
と
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

•
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
経
済

復
興
を
ど
う
考
え
る
か

一般質問

芦
あしざわ

澤　健
たけひろ

拓 議員

※町ホームページの議会映像から
一般質問の様子等が閲覧できます。

問答

山梨県の不妊治療指定医療機関
・薬袋レディスクリニック（甲府市）
・山梨大学医学部付属病院（中央市）
・甲府昭和婦人クリニック（昭和町）
・このはな産婦人科（甲斐市）
他、県内に 26 の医療機関があります。
※詳細は、子育て支援課へ
  （☎ 0556-20-4580）
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問　

人
口
減
少
に
お
け
る
「
自
然

的
・
社
会
的
要
因
抑
制
」
の
対

応
策
は

企
画
政
策
課
長　

自
然
的
要
因

対
策
は
結
婚
の
場
の
提
供
等
。　
　

社
会
的
要
因
へ
の
対
応
は
、
新

規
起
業
支
援
・
事
業
所
の
誘
致
、

六
次
産
業
化
の
推
進
、
観
光
魅

力
ア
ッ
プ
等
の
実
施
に
よ
り
、

地
域
に
根
差
し
た
雇
用
の
創
出

を
図
り
、「
空
き
家
バ
ン
ク
・

宅
地
分
譲
・
町
営
住
宅
整
備
に

努
め
「
移
住
定
住
」
を
促
進
し

「
社
会
的
要
因
の
転
入
者
転
出

者
」
の
均
衡
を
目
指
す
。

問　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
町
民

生
活
・
財
政
・
産
業
・
教
育
・

医
療
・
福
祉
・
社
会
保
障
等
の

各
分
野
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の

考
え
は

企
画
政
策
課
長　

国
は
、
こ
の
ま

ま
人
口
減
少
が
続
け
ば
社
会
経

済
の
全
般
に
わ
た
り
大
き
な
影

響
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
懸
念
し

て
お
り
、
町
民
生
活
で
は
、
住

民
が
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に

必
要
な
小
売
店
・
飲
食
店
・
医

療
機
関
な
ど
の
各
分
野
へ
の
影

響
は
、
一
定
の
人
口
規
模
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
　

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
立
地

に
必
要
な
人
口
規
模
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
が
確
保
で
き
な
く
な
り
、

地
域
か
ら
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が

減
少
し
、
生
活
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
入
手
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
る
な
ど
不
便
に
な
る
恐
れ

が
あ
り
、
ま
た
事
業
者
の
減
少

は
雇
用
機
会
の
減
少
へ
と
つ
な

が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　

財
政
に
つ
い
て
は
、
人
口
減

少
に
伴
う
産
業
活
動
が
減
少
す

る
こ
と
か
ら
労
働
力
不
足
を
招

き
、
生
産
・
消
費
等
の
減
少
等

に
よ
り
、
税
収
が
減
少
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
、
公
共
施
設
や

生
活
に
密
着
す
る
道
路
や
上
下

水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

管
理
、
ま
た
各
種
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
　

産
業
に
つ
い
て
は
、
生
産
年

齢
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
か

ら
、
労
働
力
不
足
を
招
き
、
生

産
・
消
費
等
の
減
少
に
よ
り
経

済
は
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
陥
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。

　
　

教
育
で
は
子
ど
も
の
減
少

が
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
環
境
が
減
少
し
、
ま
た

子
ど
も
同
士
が
切
磋
琢
磨
し
て

社
会
性
を
育
み
な
が
ら
成
長
し

て
い
く
と
い
う
機
会
を
減
少
さ

せ
、
自
立
し
た
「
た
く
ま
し
い

若
者
」
へ
と
育
っ
て
い
く
こ
と

を
難
し
く
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　

医
療
・
福
祉
・
社
会
保
障
に

お
い
て
は
、
高
齢
化
率
の
上
昇

に
よ
り
医
療
や
介
護
な
ど
の
需

要
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
こ

れ
ら
を
支
え
る
人
材
不
足
も
懸

念
さ
れ
る
な
ど
の
各
分
野
に
お

い
て
様
々
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

が
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

問　

２
０
６
０
年
の
本
町
の
人
口
の

推
計
を
６
５
３
６
人
と
推
計
し

て
い
る
が
、人
口
減
少
の
対
応
は

企
画
政
策
課
長　

地
域
に
根
差
し

た
雇
用
の
創
出
、
町
を
元
気
に

で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
、

人
の
流
れ
を
つ
く
る
「
移
住
・

定
住
の
促
進
」
を
図
り
、結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
環
境
の
充
実

及
び
特
色
あ
る
持
続
可
能
な
地

域
社
会
の
形
成
を
基
本
目
標
と

し
て
施
策
を
進
め
る
。

問　

人
口
を
維
持
す
る
た
め
に
は

合
計
特
殊
出
生
率
２
・
07
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
町
の
目
標
は

企
画
政
策
課
長　

２
０
６
０
年

の
目
標
人
口
を
６
５
０
０
人
と

し
、
国
の
人
口
置
き
換
え
水
準

を
基
本
と
し
て
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
2.1
を
目
指
す
。

急
速
に
進
む
人
口
減
少
の
歯
止
め
は

事
業
所
誘
致
・
六
次
産
業
化
推
進
・
観
光
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
る

一般質問

野
の

島
じま

　俊
としひろ

博 議員

問答
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問　

16
年
９
月
に
３
町
が
合
併
し

16
年
が
経
過
し
た
が
、
身
延
・

下
部
・
中
富
の
３
地
域
の
12
地

区
が
町
民
に
よ
く
知
ら
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。　
　
　
　

　
　

ま
た
、
今
後
の
説
明
会
や
研

修
会
開
催
の
こ
と
も
考
慮
し
て

ブ
ロ
ッ
ク
別
も
考
え
、
消
防
団

編
成
に
合
わ
せ
10
ブ
ロ
ッ
ク
に

し
た
ら
ど
う
か

総
務
課
長　

地
区
従
来
の
慣
習
に

よ
り
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、

ブ
ロ
ッ
ク
別
に
つ
い
て
は
、
難

し
い
問
題
だ
と
思
う
が
、
今
後

の
検
討
課
題
と
す
る
。

問　

元
気
な
町
を
と
り
も
ど
す

商
品
券
の
取
扱
店
一
覧
表
は
全

町
で
の
ア
イ
ウ
エ
オ
順
だ
っ
た

が
、
地
区
別
で
の
ア
イ
ウ
エ
オ

順
の
ほ
う
が
町
民
に
は
分
か
り

や
す
か
っ
た
と
思
う
。
今
後
、

新
規
の
全
町
的
な
一
覧
表
作
成

の
際
に
は
、
地
区
別
に
表
示
す

る
よ
う
願
う
が

総
務
課
長　

今
ま
で
統
一
感
が
無

い
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、今
後
は
、地
区
別
等
に

し
て
、理
解
し
や
す
い
表
示
に

統
一
し
て
い
く
よ
う
努
め
る
。

問　

町
の
規
則
に
よ
れ
ば
、
町
内

に
区
は
１
３
６
区
あ
り
、
平
均

の
世
帯
数
は
31
世
帯
で
あ
る
。　
　
　
　
　

　
　

区
の
定
義
付
け
は
非
常
に
難

し
い
と
思
う
が
、
今
後
、
世
帯

数
の
減
少
、
区
民
の
高
齢
化
等

に
よ
り
、
役
員
選
出
も
厳
し
く

な
る
こ
と
は
想
像
で
き
る
。

　
　

先
々
、
区
の
統
合
・
再
編
も

取
り
組
む
課
題
だ
と
思
う
が

総
務
課
長　

長
年
位
置
付
け
ら
れ

て
き
た
区
民
の
生
活
様
式
に
直

接
影
響
を
与
え
る
大
き
な
問
題

な
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
慎
重
に
議

論
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

自
主
防
災
組
織

問　

自
主
防
災
会
の
会
長
は
、
区

の
慣
例
に
よ
り
区
長
が
兼
務
と

い
う
区
が
多
い
と
思
う
。
区
内

で
十
分
協
議
し
た
結
果
な
ら
良

い
が
、
災
害
時
に
本
当
に
大
丈

夫
な
の
か
心
配
に
な
る
。

　
　

会
長
は
、
数
年
間
継
続
で
き

る
消
防
団
О
Ｂ
や
防
災
関
係
者

等
に
お
願
い
し
た
ら
ど
う
か
、

と
い
う
町
か
ら
の
助
言
も
必
要

で
は
な
い
か

交
通
防
災
課
長　

年
度
始
め
の
初

区
長
会
で
は
、
区
の
役
員
の
兼

任
は
避
け
、
複
数
年
務
め
て
く

れ
る
人
を
選
任
す
る
よ
う
に
お

願
い
し
て
い
る
。

問　

２
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

自
主
防
災
組
織
資
機
材
整
備
補

助
金
は
、
経
費
の
２
分
の
１
以

内
20
万
円
が
限
度
額
で
１
組
織

１
回
限
り
と
な
っ
て
い
る
が
、

非
常
食
等
は
隔
年
等
で
購
入
す

る
組
織
が
あ
る
。

　
　

有
害
鳥
獣
防
除
用
施
設
設

置
補
助
金
の
よ
う
に
５
年
間
で

累
計
30
万
円
が
限
度
額
の
よ
う

に
、
限
度
額
の
範
囲
な
ら
数
回

で
も
可
能
に
な
る
よ
う
な
条
件

緩
和
が
出
来
な
い
か　

交
通
防
災
課
長　

非
常
食
は
町

で
計
画
的
に
備
蓄
し
て
い
る
の

で
、
活
用
を
願
い
た
い
。
補
助

金
は
資
機
材
を
購
入
す
る
際
に

は
計
画
的
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

一般質問

地
域
・
地
区
別
に
よ
る
表
示
は

理
解
し
や
す
い
表
示
に
統
一
す
る
よ
う
検
討

広
ひろしま

島　法
のりあき

明 議員

問答

《全町12地区》  ◯数字は区の数

中
富
地
域

( 地区名 )
下
部
地
域

( 地区名 )
身
延
地
域

( 地区名 )

西　嶋 ⑧ 下　部 ㉚ 下　山 ⑫

大須成 ③ 古　関 ⑧ 身　延 ⑭

静　川 ⑥ 久那土 ㉖ 豊　岡 ⑥

曙 ⑦ 大河内 ⑨

原 ⑦
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太
陽
光
発
電
施
設
設
置
を
条
例
で
規
制
を

県
の
条
例
制
定
を
注
視
し
、
必
要
な
条
例
を
検
討

問　

現
在
、
県
は
太
陽
光
発
電
条

例
で
、
設
置
条
件
に
規
制
を
か

け
る
方
針
、
町
の
考
え
は

企
画
政
策
課
長　

太
陽
光
発
電
施

設
は
、防
災
や
景
観
、環
境
へ
の

影
響
等
に
配
慮
さ
れ
、住
民
の

安
全
・
安
心
が
確
保
さ
れ
た
地

域
共
生
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

県
は
太
陽
光
発
電
施
設
の
設

置
や
維
持
管
理
な
ど
に
つ
い
て

条
例
を
制
定
し
、
規
制
す
る
方

針
。

　
　

県
の
条
例
制
定
を
注
視
し
、

内
容
を
把
握
し
た
上
で
本
町
の

状
況
に
必
要
な
条
例
等
の
制
定

を
検
討
す
る
。

問　

地
域
住
民
の
知
ら
な
い
う
ち

に
宅
地
等
の
売
買
が
さ
れ
、
居

住
地
域
に
太
陽
光
発
電
施
設
が

建
設
さ
れ
て
い
る
。
太
陽
光
発

電
設
置
条
例
を
制
定
し
、
住
民

の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
町
長
の
考

え
は

町
長　

県
森
林
環
境
部
に
お
い

て
、
太
陽
光
発
電
事
業
に
関
す

る
事
業
者
指
導
の
在
り
方
検
討

会
議
が
開
か
れ
て
い
る
。
委
員

は
全
員
で
７
名
い
て
、
私
も
委

員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

　
　

在
り
方
検
討
会
議
で
は
、
特

に
防
災
面
や
景
観
面
、
環
境
へ

の
影
響
等
に
お
け
る
規
制
の
必

要
性
、
維
持
管
理
に
対
す
る
指

導
や
住
民
か
ら
の
不
安
の
声
が

あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
意

見
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

本
町
の
印
章
業
を
守
る
た
め
に
は

問　

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
印
章

制
度
の
共
存
を
求
め
る
意
見
書

を
提
出
し
た
。
町
は
今
後
ど
の

よ
う
に
印
章
産
業
を
守
る
の
か

町
長　

本
町
に
は
多
く
の
印
章
関

係
者
が
事
業
を
営
ん
で
い
る
。

　
　

印
章
製
造
の
種
類
も
多
数
あ

り
、
携
わ
る
方
々
の
苦
労
も
甚

大
で
あ
る
。
情
勢
や
情
報
に
注

視
し
、
国
、
県
お
よ
び
関
係
市

町
村
と
も
連
携
・
協
力
を
図
り

な
が
ら
、
印
章
産
業
を
支
援
し

て
い
く
。

三
澤
大
道
地
内
の
改
修
と

　
峡
南
高
校
跡
地
の
利
活
用

問　

大
道
川
の
改
修
工
事
と
三
澤

橋
の
架
け
替
え
、
県
道
割
子
切

石
線
バ
イ
パ
ス
工
事
、
大
道
地

内
の
整
備
は
出
来
な
い
か

建
設
課
長　

三
澤
区
か
ら
も
峡
南

高
校
跡
地
を
利
用
し
県
道
割
子

切
石
線
の
バ
イ
パ
ス
工
事
、三
澤

橋
の
架
け
替
え
工
事
の
要
望
を

受
け
、町
も
県
に
お
願
い
し
て

い
る
。
大
道
川
の
付
け
替
え
と

併
せ
、引
き
続
き
早
期
実
現
に

向
け
、県
に
強
く
働
き
か
け
る
。

問　

３
年
3
月
に
は
峡
南
高
校
が

廃
校
に
な
る
。
久
那
土
地
区
住

民
は
跡
地
利
活
用
の
事
業
実
現

に
向
け
、
支
援
協
力
を
考
え
て

い
る
が
、
町
の
考
え
は

町
長　

県
教
育
委
員
会
か
ら
、町

に
利
用
計
画
・
利
用
希
望
の
有

無
を
把
握
し
た
い
と
紹
介
が
あ

り
、地
域
の
要
望
も
勘
案
し
た

上
で
検
討
を
進
め
て
行
く
と
回

答
し
た
。
久
那
土
駅
に
近
い
立

地
条
件
を
活
か
し
、企
業
誘
致
、

宅
地
分
譲
な
ど
の
地
域
の
活
性

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
活
用
が

大
切
だ
と
考
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

▽
三
澤
日
向
地
区
の
町
道
整
備

▽�

し
も
べ
道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
計
画
は

一般質問

上
うえ

田
だ

　孝
こう

二
じ

 議員

問答

住宅に隣接する太陽光発電設備
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問　

国
保
税
が
高
く
て
本
当
に

払
う
の
が
大
変
、
と
い
う
こ
と

で
滞
納
す
る
人
が
い
る
と
思
う

が
、
そ
の
状
況
の
把
握
は

町
民
課
長　

税
務
課
と
情
報
共
有

し
把
握
を
し
て
い
る
が
、
個
々

の
事
情
は
、
納
税
相
談
等
の
機

会
や
納
税
勧
奨
員
が
個
別
訪
問

し
た
際
に
得
た
情
報
等
を
参
考

に
し
て
い
る
。

問　

本
当
に
払
わ
な
い
の
か
、
払

え
な
い
の
か
の
把
握
を
願
う
。

そ
う
い
う
中
で
資
格
証
明
書
の

発
行
世
帯
数
は
、
ま
た
、
資
格

証
明
書
を
発
行
し
な
い
と
い
う

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か

町
民
課
長　

11
月
１
日
現
在
、
交

付
世
帯
は
32
世
帯
。
被
保
険
者

資
格
証
明
書
は
、
特
別
な
事
情

が
あ
る
場
合
を
除
き
一
定
期
間

滞
納
が
続
く
と
き
、
被
保
険
者

証
の
返
還
を
求
め
、
返
還
さ
れ

た
と
き
は
資
格
証
明
書
を
交
付

す
る
旨
が
国
民
健
康
保
険
法
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。

問　

資
格
証
明
書
は
受
診
の
際
、

全
額
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
が
受
診
を
我
慢

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、

命
の
大
切
さ
を
ど
う
思
う
か

町
長　

町
民
の
命
を
守
る
こ
と
は

最
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
う
、

し
か
し
、
町
は
国
保
の
安
定
的

な
運
営
を
確
保
す
る
責
務
が
あ

る
と
い
う
こ
と
も
理
解
願
い
た

い
。

有
害
鳥
獣
対
策
と
ま
ち
づ
く
り

問　

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
件
数
と
金

額
、
捕
獲
後
の
処
分
方
法
は

産
業
課
長　

元
年
度
の
実
績
は
、

シ
カ
６
３
４
頭
、
イ
ノ
シ
シ

３
０
５
頭
、
サ
ル
２
１
５
頭
で

１
８
３
２
万
円
交
付
し
て
い

る
。

　
　

捕
獲
後
の
処
理
は
、
峡
南
衛

生
組
合
へ
の
持
ち
込
み
、
自
家

処
理
、
ジ
ビ
エ
活
用
な
ど
猟
友

会
へ
適
切
な
処
理
を
お
願
い
し

て
い
る
。

問　

多
く
が
峡
南
衛
生
組
合
で
処

分
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
す
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
か

産
業
課
長　

有
効
な
活
用
方
法

と
し
て
ジ
ビ
エ
に
よ
る
活
用
が

考
え
ら
れ
る
が
、
近
隣
町
の
ジ

ビ
エ
施
設
へ
の
提
供
は
、
死
後

２
時
間
以
内
の
処
理
等
の
厳
格

な
条
件
が
あ
り
、
件
数
は
わ
ず

か
で
あ
る
。
現
在
、
ジ
ビ
エ
料

理
等
へ
の
需
要
は
低
く
、
提
供

す
る
頭
数
は
少
な
い
状
況
で
あ

る
。

　
　

今
後
、
ジ
ビ
エ
加
工
の
需
要

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
可
能

性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。　

問　

鳥
獣
追
い
払
い
用
花
火
資
格

取
得
の
負
担
が
重
い
と
い
う
相

談
が
あ
っ
た
が
、
補
助
は
ど
う

か
産
業
課
長　

花
火
は
、
鳥
獣
を
追

い
払
う
初
期
対
応
と
し
て
は
有

効
な
手
段
だ
が
、
一
時
的
な
対

応
で
あ
る
た
め
、
個
人
の
対
応

で
お
願
い
し
た
い
。

　
　

抜
本
的
な
対
策
と
し
て
、
有

害
鳥
獣
防
除
用
施
設
設
置
費
補

助
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

太
陽
光
発
電
施
設

問　

太
陽
光
発
電
施
設
の
把
握
は

ど
こ
で
し
て
い
る
の
か

環
境
上
下
水
道
課
長　

環
境
上
下

水
道
課
で
把
握
し
て
い
る
。
内

訳
は
、
屋
根
置
き
１
５
４
件
、

野
立
て
85
件
で
計
２
３
９
件
。

問　

農
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
太

陽
光
発
電
施
設
は

産
業
課
長　

農
地
に
設
置
す
る
場

合
は
農
地
転
用
が
必
要
で
、
過

去
５
年
間
の
実
績
は
申
請
件
数

14
件
の
う
ち
転
用
確
認
を
済
ま

せ
た
も
の
が
５
件
あ
る
。

一般質問

国
保
税
滞
納
世
帯
の
状
況
把
握
は

個
々
の
事
情
は
、納
税
相
談
等
の
機
会
に
把
握

渡
わたなべ

辺　文
ふみ

子
こ

 議員

問答
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委
員
長
　
野
島
　
俊
博

▼
議
案
第
82
号	

　

一
般
会
計
補
正
予
算

総
務
課
関
係

問　

広
域
行
政
組
合
負
担
金
は
、

慈
生
園
へ
の
運
営
負
担
金
だ
と

思
う
が
、
内
容
は

答　

慈
生
園
へ
の
負
担
金
。
入
所

者
減
少
の
養
護
部
門
を
廃
止
す

る
方
針
に
よ
り
、
人
数
を
計
画

的
に
減
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　
　

当
初
予
算
時
に
は
、
20
人
を

他
の
施
設
へ
移
す
計
画
に
な
っ

て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
予
定
し

て
い
た
施
設
へ
の
受
け
入
れ
が

困
難
な
状
況
と
な
り
、
残
る
こ

と
に
な
っ
た
10
人
の
負
担
分
を

補
正
す
る
。

財
政
課
関
係

問　

下
部
温
泉
健
康
増
進
施
設
建

設
に
伴
う
維
持
管
理
費
と
し
て

年
間
２
０
０
０
万
円
を
15
年
間

想
定
し
て
い
る
が
、
町
民
の
理

解
を
ど
う
考
え
る
か

答　

温
泉
施
設
の
ほ
か
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
施
設
を
併
設
す
る
こ
と

で
、
町
民
の
健
康
増
進
、
福
祉

の
向
上
に
繋
が
る
も
の
と
考
え

る
。
ま
た
集
客
に
よ
る
波
及
効

果
で
下
部
温
泉
街
や
町
内
の
活

性
化
も
期
待
で
き
る
。
町
民
、

地
域
に
還
元
で
き
る
施
設
と
考

え
て
い
る
。

子
育
て
支
援
課
関
係

問　

児
童
福
祉
総
務
事
業
費
の
養

育
医
療
助
成
費
と
返
還
金
の
内

容
は

答　

養
育
医
療
助
成
費
は
、
未
熟

児
に
対
す
る
医
療
費
お
よ
び
入

院
時
食
事
療
養
費
。

　
　

内
訳
は
、
医
療
費
が
月
額

12
万
円
の
５
カ
月
分
、
食
事
療

養
費
が
月
額
１
万
円
の
５
カ
月

分
で
65
万
円
と
な
る
。
返
還
金

は
、
元
年
度
に
行
っ
た
事
業
に

対
す
る
国
庫
負
担
金
確
定
に
よ

る
も
の
。

観
光
課
関
係

問　

身
延
山
初
詣
入
客
対
策
補
助

金
の
補
正
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
で
の
増
額
か

答　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
初
詣
の
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
運
行
が
中
止
と
な

っ
た
。

　
　

ま
た
、
分
散
に
よ
る
参
拝
を

呼
び
か
け
る
た
め
、
門
内
地
区

を
一
方
通
行
と
す
る
期
間
を
延

長
し
、
11
日
間
と
し
た
こ
と
に

よ
る
警
備
員
増
員
に
か
か
る
経

費
、
ま
た
感
染
予
防
の
消
毒
液

等
を
購
入
す
る
費
用
を
補
助
す

る
た
め
の
増
額
。

学
校
教
育
課
関
係

問　

小
中
学
校
入
学
支
度
金
の
補

正
額
の
積
算
根
拠
と
支
給
時
期

答　

年
度
途
中
の
転
入
者
が
あ
り

現
有
予
算
の
不
足
分
が
こ
の
補

正
額
と
な
る
。
支
度
金
は
、
3

年
度
の
新
入
学
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
に
３
月
中
に
支
給
す
る

予
定
。

生
涯
学
習
課
関
係

問　

和
紙
の
里
管
理
費
の
指
定
管

理
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
持

続
化
給
付
金
が
対
象
外
と
の
こ

と
だ
が
そ
の
内
容
は

答　

和
紙
の
里
施
設
の
う
ち
味

菜
庵
が
指
定
管
理
を
行
っ
て
お

り
、
指
定
管
理
先
と
し
て
「
み

の
ぶ
う
ど
ん
生
産
組
合
」
が
受

託
者
と
な
る
。

　
　

町
と
組
合
と
の
指
定
管
理

基
本
協
定
の
中
で
、「
不
可
抗

力
に
よ
り
発
生
し
た
費
用
に
つ

い
て
は
委
託
者
が
負
担
す
る
。」

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
の
事
案
は
こ
れ
に
該

当
し
、
経
営
状
況
に
つ
い
て
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
概
ね
５
割
の

減
少
が
見
込
ま
れ
た
。
そ
の
中

で
み
の
ぶ
う
ど
ん
生
産
組
合
は

法
人
登
記
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、

持
続
化
給
付
金
の
対
象
外
が
判

明
し
た
た
め
、
今
回
の
指
定
管

理
料
を
計
上
し
た
。

施
設
整
備
課
関
係

問　

下
部
温
泉
健
康
増
進
施
設
建

設
事
業
者
と
の
契
約
締
結
に
伴

う
チ
ェ
ッ
ク
は
、
弁
護
士
が
あ

ら
ゆ
る
面
を
想
定
す
る
と
思
う

が
、
契
約
の
相
手
方
と
調
整
す

る
の
か

答　

企
業
側
も
弁
護
士
が
い
る
の

で
、
調
整
し
な
が
ら
の
契
約
と

な
る
。
契
約
条
文
に
長
け
た
弁

護
士
に
依
頼
し
、
基
本
協
定
・

事
業
契
約
締
結
に
際
し
て
予
期

せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
や
、
町
に
と
っ
て
不
利
益

に
な
ら
な
い
よ
う
契
約
書
の
内

容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

※議案第82号の審議は教育厚生常任委員会との連合で実施した。

常任委員会レポート

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
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委
員
長
　
芦
澤
　
健
拓　

▼
議
案
第
80
号　

　

�

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
事
業
の

人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

福
祉
保
健
課
関
係

問　

介
護
支
援
専
門
員
に
な
っ
て

か
ら
で
は
な
い
と
、
主
任
介
護

支
援
専
門
員
の
資
格
は
と
れ
な

い
の
か

答　

資
格
要
件
が
あ
る
の
で
、
経

験
年
数
を
経
て
か
ら
で
な
い
と
、

主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
所
定

の
研
修
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

問　

主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
資

格
を
取
得
す
る
の
に
、
町
と
し

て
何
か
助
成
を
考
え
て
い
る
か

答　

民
間
事
業
所
の
た
め
、
町
で

は
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

▼
議
案
第
81
号　

�　

大
河
内
複
合
施
設
改
修
工
事

　

請
負
契
約
の
一
部
変
更

施
設
整
備
課
関
係

問　

増
額
が
10
％
を
超
え
て
い

る
。
今
回
の
設
計
変
更
は
当
初

の
設
計
不
備
で
は
な
い
か

答　

当
初
に
入
れ
て
お
く
べ
き
だ

っ
た
設
計
変
更
も
あ
る
が
、
既

存
施
設
の
改
修
で
あ
る
た
め
、

壁
の
中
の
モ
ル
タ
ル
補
修
等
、

施
工
す
る
ま
で
見
え
な
い
部
分

も
あ
り
、
ま
た
現
場
打
合
せ
の

段
階
で
出
た
変
更
や
各
担
当
の

設
計
チ
ェ
ッ
ク
で
の
漏
れ
も
あ

り
、
確
認
申
請
に
て
指
摘
さ
れ

た
た
め
、
変
更
と
な
っ
た
項
目

も
あ
る
。

問　

避
難
用
緩
降
機
の
設
置
の
指

摘
は
消
防
署
か
ら
か
。
時
期
は

答　

確
認
申
請
に
お
い
て
、
５
月

に
指
摘
が
あ
り
、
工
事
の
実
施

に
お
い
て
変
更
す
る
よ
う
指
示

が
あ
っ
た
。

問　

設
計
変
更
の
積
算
根
拠
は

答　

公
表
単
価
で
積
算
し
て
お
り
、

公
表
単
価
が
無
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
３
社
か
ら
見
積
り
を
取

っ
た
。

問　

設
計
変
更
の
項
目
毎
の
金

額
・
数
量
は

答　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
追
加

４
１
８
㎡
、：
２
８
５
万
円
、

　

ブ
ラ
イ
ン
ド
取
付
１
階
公
民

館
部
分
：
85
万
円
、
床
・
壁
モ

ル
タ
ル
補
修
66
万
１
０
０
０

円
、
３
階
手
す
り
撤
去
・
取

付
：
85
万
円
、
緩
降
機
３
台
、：

86
万
円
、
外
壁
モ
ル
タ
ル
補

修
：
１
３
０
万
円
、
エ
ア
コ
ン

取
替
：
１
５
８
万
円
、
な
ど
。

　
　

変
更
後
の
工
事
費
は
９
９
８
７

　

万
７
０
０
０
円
で
、共
通
費
を

加
え
た
工
事
価
格
は
、消
費
税

込
み
１
億
１
６
７
１
万
１
０
０
０

　

円
。

▼
議
案
第
86
号　

　

�
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

福
祉
保
健
課
関
係

問　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
委
託

の
現
状
は

答　

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
委
託
料
も
介
護
予
防
委
託
料

も
当
初
見
積
も
っ
て
い
た
件
数

よ
り
多
く
、
継
続
で
介
護
予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
40
件
前

後
、
介
護
予
防
が
65
件
前
後
。

問　

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
業
務
や
介
護
予
防
支
援
業
務

の
委
託
先
は
何
社
か

答　

町
内
外
で
、
介
護
予
防
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
16
社
、
介
護

予
防
が
17
社
あ
る
。

問　

町
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
も
ケ
ア
マ
ネ
業
務
を
行
っ

て
い
る
と
思
う
が

答　

一
人
の
ケ
ア
マ
ネ
が
30
件
か

ら
35
件
を
担
当
し
て
い
る
。

報
告
第
11
号

▼
専
決
処
分
（
職
員
給
与
条
例

の
一
部
改
正
）

反
対　

渡
辺
文
子
議
員

　
　

町
職
員
一
般
職
の
一
時
金
に

当
た
る
期
末
手
当
を
０
・
05
カ

月
少
な
く
す
る
も
の
で
、人
事

院
が
国
家
公
務
員
に
つ
い
て
の

勧
告
を
受
け
た
も
の
。
引
き
下

げ
る
の
は
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で

奮
闘
す
る
町
職
員
の
努
力
や
苦

労
を
顧
み
な
い
措
置
で
あ
り
、士

気
に
も
関
わ
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　
　

ま
た
、
町
内
の
経
済
循
環
の

観
点
か
ら
も
プ
ラ
ス
に
は
働
か

な
い
。
様
々
な
部
署
で
コ
ロ
ナ

対
応
に
当
た
っ
て
き
た
町
職
員

の
精
神
的
・
肉
体
的
疲
労
蓄
積

も
心
配
だ
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
頑
張
る
町
職
員

の
努
力
を
顧
み
な
い
条
例
に
は

反
対
。

賛
成　

伊
藤
達
美
議
員

　
　

こ
の
人
事
院
勧
告
は
公
務
員

の
労
働
基
本
権
が
制
約
さ
れ
て

い
る
代
償
措
置
で
あ
り
、
民
間

給
与
の
水
準
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
売
り
上

げ
の
減
少
等
に
よ
り
引
き
上
げ

が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
通
せ

な
い
中
、民
間
の
経
済
実
態
、と

り
わ
け
飲
食
業
、宿
泊
業
、土
産

品
販
売
業
等
々
、サ
ー
ビ
ス
業

は
経
済
統
計
に
示
さ
れ
た
以
上

に
悪
化
し
て
い
る
。こ
れ
か
ら
の

経
済
循
環
を
考
え
る
と
景
気
は

さ
ら
に
悪
化
が
想
定
さ
れ
る
。

　
　

こ
の
よ
う
な
民
間
企
業
の
状

況
を
考
慮
す
れ
ば
、
今
回
の
改

正
は
止
む
無
し
と
い
う
こ
と
で

賛
成
。

◎
討
論本
会
議

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
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出席議員全員賛成にて可決・同意・採択されたもの
• 議案第 77号 身延町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
• 議案第 78号 身延町地域経済牽引事業促進区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を

改正する条例について
• 議案第 79号 身延町介護保険条例の一部を改正する条例について
• 議案第 80号 身延町指定居宅介護支援等事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改

正する条例について
• 議案第 81号 大河内複合施設改修工事請負契約の一部変更について
• 議案第 82号 令和２年度身延町一般会計補正予算（第７号）
• 議案第 83号 令和２年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
• 議案第 84号 令和２年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
• 議案第 85号 令和２年度身延町介護保険特別会計補正予算（第３号）
• 議案第 86号 令和２年度身延町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）
• 議案第 87号 令和２年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
• 議案第 88号 令和２年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第２号）
• 議案第 89号 令和２年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第２号）
• 同意第 18号 身延町入ケ岳外二山恩賜林保護財産区管理会委員の選任について
• 同意第 19号 身延町大河内地区財産区管理会委員の選任について
○追加議案
• 報告第 12号 専決処分の承認を求めることについて（身延町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅

費に関する条例の一部を改正する条例）

第５回臨時会（10月29日）
出席議員全員賛成にて可決・同意・採択されたもの
• 報告第 10号 専決処分の承認を求めることについて（身延町特別職の職員で常勤のものの給与の特例

に関する条例の一部を改正する条例）
• 議案第 76号 財産の取得について（非常用浄水器）
• 同意第 15号 身延町教育委員会委員の任命について
• 同意第 16号 身延町監査委員の選任について
• 同意第 17号 身延町公平委員会委員の選任について

○追加議案
• 発議第 5号 社会のデジタル化と印章制度の共存を求める意見書案

議案に対する賛否 
（賛成：○・反対：×・棄権：△・欠席：欠）

伊
藤
雄
波

伊
藤
達
美

望
月
悟
良

赤
池　

朗　
　
　

上
田
孝
二

田
中
一
泰

野
島
俊
博

河
井　

淳

芦
澤
健
拓

福
與
三
郎

渡
辺
文
子

川
口
福
三

広
島
法
明

柿
島
良
行

●追加議案（専決） ●
議
長
は
採
決
に　

　

参
加
し
な
い

報告第11号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（身延町職員給与条例の一部を
改正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

教育委員、代表監査委員、公平委員が選任されました
代
表
監
査
委
員

　

中
澤 

俊
雄 

氏

教
育
委
員

　

遠
藤 

一
彦 

氏

公
平
委
員

　

片
田 

公
夫 

氏
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追跡 議員の質問への当局の対応、
回答後の現在はどうなっている

あの
どうなった

問
　町全域で獣害（特にサルによる被害）が多発している。現在町で旧町単位に囲い
罠を１基ずつ配備しているが、囲い罠をもっと導入する計画はあるか。　　　　　　　　　　　　　　

（60号：令和元年9月議会）上田孝二議員

問 　西八代縦貫道整備促進期成同盟会の再開は
（61号：令和元年12月議会）芦澤健拓議員

答 　囲い罠を運用する中で、町民の要望を踏まえ、設置期間や囲い罠の追加購入につ
いても検討していきたい。

答 　同盟会の再開については市川三郷町と協議中、２年４月に再開される予定

現
在

　２年度に囲い罠を１基購入し、矢細工地区に設置し、合せて４基とした。各地区
の要望により、設置期間を定めて運用している。

現
在

　２年８月26日に期成同盟会定期総会が開催され、会長に市川三郷町長、副会長
には身延町長が選任され、活動が再開された。

一 般 質 問

矢細工地区に設置された囲い罠

２年８月 26 日の期成同盟会 定期総会
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組 合 議 会 報 告

◎臨 時 会　令和２年 10 月８日（木）　※いずれも認定・可決
　　　　　　　◆認定第１号　元年度一般会計決算認定
　　　　　　　◆議案第３号　２年度一般会計補正予算

報告者　河井　　淳峡南衛生組合議会

◎定 例 会　令和２年 12 月 24 日（木）　※いずれも承認・可決
　　　　　　　◆報告第２号　専決処分の承認を求める件（給与条例の一部改正）　
　　　　　　　◆議案第５号　身延町早川町国民健康保険病院一部事務組合病院事業会計補正予算　　　　　　　　

飯富病院組合議会 報告者　野島　俊博

◎定 例 会　令和２年 10 月 26 日（月）　※いずれも承認・認定・可決・同意
　　　　　　　◆承認第 １ 号　専決処分の報告及び承認を求めることについて
　　　　　　　　　　　　　　（後期高齢者医療に関する条例の一部改正）
　　　　　　　◆承認第 ２ 号　専決処分の報告及び承認を求めることについて
　　　　　　　　　　　　　　（２年度後期高齢者医療特別会計補正予算）
　　　　　　　◆認定第 １ 号　元年度一般会計歳入歳出決算の認定
　　　　　　　◆認定第 ２ 号　元年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　　　◆議案第10号　後期高齢者医療に関する条例の一部改正
　　　　　　　◆議案第11号　２年度一般会計補正予算
　　　　　　　◆議案第12号　２年度後期高齢者医療特別会計補正予算
　　　　　　　◆同意第 １ 号　監査委員の選任について同意を求めることについて

後期高齢者医療広域連合議会 報告者　田中　一泰

◎定 例 会　令和２年 12 月 22 日（火）　※いずれも承認・可決
　　　　　　　◆承認第 ３ 号　専決処分の承認を求める件（給与条例の一部改正）
　　　　　　　◆議案第14号　特別会計設置条例中改正の件
　　　　　　　◆議案第15号　資金積み立て基金条例中改正の件
　　　　　　　◆議案第16号　慈生園設置及び管理条例中改正の件
　　　　　　　◆議案第17号　２年度一般会計補正予算
　　　　　　　◆議案第18号　２年度介護保険特別会計補正予算

報告者　芦澤　健拓峡南広域行政組合議会

お詫びと訂正
議会だより 64 号に誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。
◎ P10　常任委員会レポート　
　●欠草里農道災害復旧工事費　　　　誤り　工事費	 2 億 5272 万円  →	 正　2527 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　誤り　国庫補助金	 2 億 4784 万円  →	 正　2478 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　誤り　町負担金	 488 万円  →	 正　　 49 万円
◎ P12　教育厚生常任委員会レポート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　誤り　委員長　野島俊博	 →	 正　委員長　芦澤健拓
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町長行政報告
望月　幹也 町長

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
ス
タ
ー
ト

　
　
　

確
実
に
推
進
す
る
よ
う
精
一
杯
力
を
注
い
で
い
き
た
い

◇
は
じ
め
に

　

11
月
24
日
に
町
長
２
期
目
と

し
て
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

１
期
目
の
経
験
や
実
績
、
県

庁
で
の
行
政
経
験
を
活
か
し
つ

つ
、
地
域
づ
く
り
へ
の
情
熱
を

傾
注
し
、
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア

ッ
プ
し
た
、
力
強
い
身
延
町
を

創
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

２
年
度
、「
第
２
期
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」が

既
に
ス
タ
ー
ト
し
、世
界
中
に
蔓

延
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、

確
実
に
推
進
す
べ
く
、関
連
施
策

の
実
施
に
精
一
杯
の
力
を
注
い

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◇
第
２
期 

総
合
戦
略
の
５
項
目

①
地
域
に
根
ざ
し
た
雇
用
の
推
進

②
町
を
元
気
に
で
き
る

人
材
の
育
成

③
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、

移
住
・
定
住
を
図
る

④
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
る

⑤
特
色
あ
る
持
続
可
能
な

地
域
社
会
を
形
成

・
・
・
を
機
軸
と
し
、「
生
ま
れ

て
よ
か
っ
た
、
育
っ
て
よ
か
っ

た
、住
ん
で
よ
か
っ
た
身
延
町
」

を
目
指
し「
活
力
と
幸
せ
を
実
感

で
き
る
町
」を
つ
く
っ
て
い
く
。

●
大
学
生
等
学
業
継
続
支
援
事
業

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
学
費
や
生
活

費
の
支
払
い
な
ど
、
大
学
生
等

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、

支
援
金
及
び
応
援
物
資
を
給

付
す
る
こ
の
事
業
は
、
受
付
期

限
の
11
月
末
で
２
４
６
人
の
学

生
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
が
、
期

限
ま
ぢ
か
の
申
請
が
あ
っ
た
の

で
、
受
付
期
限
を
２
月
１
日
ま

で
延
長
し
、
学
費
や
生
活
の
一

部
支
援
に
役
立
て
ら
れ
た
と
考

え
て
い
る
。

●
元
気
な
町
を
と
り
も
ど
す

商
品
券
の
給
付
事
業

　

第
１
弾
、第
２
弾
、各
２
万
円

ず
つ
、
合
計
１
人
４
万
円
分
の

商
品
券
を
給
付
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
が
、
11
月
30
日
現
在
の
換

金
は
、
２
億
７
９
２
７
万
９
千

円
で
62
・
４
％
の
換
金
率
と
な

っ
て
い
る
。

　

使
用
期
限
は
１
月
31
日
ま
で

な
の
で
、
注
意
し
て
い
た
だ
き
、

生
活
の
維
持
や
向
上
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
身
延
中
学
校
新
校
舎
等
整

備
事
業

　

建
設
予
定
用
地
に
つ
い
て

は
、
地
権
者
及
び
権
利
者
の
全

て
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
用
地
売
買
契
約
等

の
締
結
は
12
月
３
日
に
全
て
完

了
し
た
。

　

基
本
設
計
の
内
容
は
、
校
舎
・

武
道
場
・
体
育
館
・
給
食
セ
ン

タ
ー
の
配
置
計
画
を
協
議
検
討

し
、
校
庭
・
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
下
山
小
学
校
と
共
有
す
る
こ

と
と
し
、
概
ね
の
配
置
が
確
定

し
て
い
る
。

　
「
生
徒
が
誇
れ
る
中
学
校
」、

「
こ
の
中
学
校
で
学
ん
で
良
か

っ
た
」
と
思
え
る
中
学
校
を
、

４
年
度
・
５
年
度
に
建
設
し
、

６
年
４
月
の
開
校
を
目
指
し
て

整
備
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

●
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る
下
部
温

泉
健
康
増
進
施
設
整
備
計
画

　

下
部
温
泉
を
使
用
し
、保
養

の
た
め
の
日
帰
り
客
や
、観
光

を
目
的
に
来
町
す
る
県
内
外
の

立
寄
り
客
を
対
象
と
し
た
温
泉

施
設
と
合
わ
せ
て
、町
民
の
健

康
の
保
持
や
体
力
向
上
を
目
的

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
を
併
設

す
る
複
合
的
な
健
康
増
進
施
設

を
、４
年
度
中
の
完
成
を
目
指

し
て
整
備
計
画
を
進
め
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、
社
会
情
勢
・
経

済
情
勢
は
大
変
厳
し
い
状
況
下

だ
が
、「
新
規
事
業
展
開
」
を

目
指
す
積
極
的
な
企
業
に
よ
る

参
入
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。　
　

【
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】

•

令
和
３
年
度
当
初
予
算
編
成

•

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
作
事
業

•

や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン

　

構
想

•

身
延
町
観
光
大
使
の
委
嘱

•

教
育
委
員
会
の
編
成
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★質疑・討論・議案に対する賛否
（P14）

●プレミアム商品券配布について、
ある議員は、私たちが本当に望
んでいることではないと言って
いるが、国の制度そのものに異
を唱えるのも必要であるが、町
民の全体意見とは思えない。商
売している人、商品券を使える
人に共に良いと思うのだが…

●議案を決定する大切なところで
すが、スペースがせまく、また討
論に加わる議員さんも少ないの
で、読んだだけではよく考えが
伝わってこないのが残念です。

●なかなかむずかしい問題だと思
います。高齢化が急加速してい
る本町に於いて、税を考える事
は大変だと思います。「元気をと
りもどす商品券」を配布された
分は町民が最大限利用し、町の
活性化する事に意義があると思
うので「タンス」の中ではなく是
が非でも期限までには使い切っ
て町を盛り上げましょう。

●商品券に対して何人かにその評
価を聞いてみた。その多くは「一
過性の特需であって継続性を持
たない。」というものだった。「無
料の PCR 検査でも町でしてく
れれば、安心して生活出来るの
に。」という声もあった。限りあ
る財政というなら、ただバラ撒
きをするよりも、実のある策を
考えて欲しかった。

★町政全般についての意見、要望等
●高齢化が進み、人の流出等で空き家も増えて今後、この町はどうなってしまうのか。このコロナ禍の時でもあるので、

住みたい住みやすい町になる様に知恵を出し合って取り組んで欲しいです。
●町政全般かどうかわからんのですが、峡南地区の土日の医療体制について。先日、家族が土曜日午後に整形外科に行

かなければならない、かなりの出血をともなう怪我を負いました。身延山病院・飯富病院とも内科医しかおらず診
てもらうことができませんでした。仕方なく峡南医療センター富士川病院・峡南病院に電話したところ、ここも内
科医しかおらず、診てもらうことができませんでした。仕方なく中部消防署に連絡し、事情を説明したところ、峡南
地区はだめだろう、ここでは分からないので、山梨県救急医療情報センターに連絡してくれということで、再度上記
に連絡しました。医療情報センターで市川三郷町と南アルプス市、昭和町の整形外科を紹介され、市川三郷に連絡し
たところ、ここも駄目で、南アルプス市の病院でやっと診てもらえることになり、中部横断自動車道を使って 40 分
ほどかけて向かいました。その間も手からは出血はしたままで、病院でも２時間も待たされて治療を受けました。こ
こまでたどり着くのに、８回も電話連絡をしたことになります。同日、南部町でも家族同士の自動車事故が発生し、
救急車でわざわざ静岡まで運んだが、死亡してしまったというニュースをみました。近くの病院だったらまだ可能
性はあったのか？どうかはわかりませんが…どの地方も土日の医療体制は弱くなりますが、峡南地区の土日の医療
体制、特に出血をともなうような外科・整形外科対応の医療は、貧弱な状況となっているではないでしょうか。以前
も骨折をした際に、上記のようなことになりました。土日でも、各病院で担当医を内科・外科（整形外科）を分けてロ
ーテを組むことは出来ないものでしょうか。多分出来ないからこういう状況なのでしょうが。

★追跡（P15）
●いずれも素晴らしい取り組みだと

思います。教育現場における情報
機器の導入は、今後の情報社会の
必須要請であります。又、サテラ
イトオフィスの誘致は、身延町の
人口増加及び産業活性化への有力
な候補です。

●タブレット配布が急がれていたな
ら、今頃オンライン授業が実現し
ていたことでしょう。この数年は
通常 10 年かかる変化が１年で変
わります。時流に乗り遅れた町村
は同じ速度で衰退の道を辿る覚悟
をして下さい。どちらの道を選ぶ
かは舵を取る者の責任です。サテ
ライトオフィスは、今や日本中で
取り組まれている事業です。差別
化する手を考えて下さい。それは
さらに一歩先を見た先見性を要求
されます。真剣に取り組んでいま
すか？

★アンケート（P17）
●以前から参加者が少ないと意見をさせて頂いていました。ここから上がっ

てくる意見を基にもう一度懇談会の在り方を協議するいい機会だと思いま
す。コロナ終息後に素晴らしい懇談会が開催されることを期待しています。

●議員の皆さんの町民のためにという積極的な気持ちが伺えて感心しまし
た。ただ、提出方法に不便を感じ、提出したいと思っても面倒でやめてしま
う人もいると思います。用紙を出力するより、切り取り線を付して提出用
紙にする方が便利です。他にも身延町のホームページからそのまま入力画
面に移行できたら気軽に意見を伝えやすいのではないでしょうか。

●とても良い取り組みだと思いますが、どの程度の集票があるかは疑問です。
持続する中に定着性が生まれるのでしょう。記名制は、一般人は抵抗があ
ると思います。

●アンケートを実施するという取り組みは素晴らしいと思います。果たして、何
人の人が調査票を提出するかどうかです。寄せられた調査票の数が、議会に
対する関心度を表すと思います。多くの人が調査票を提出するといいですね。

★町長行政報告（P16）
●身延町出身の大学生に町特産の

米やゆば製品を送るという内容
のニュースを見ました。身延町
がワンチームであるような印象
を受け、とても心が温まりまし
た。優しい心遣いが大学生たち
にもきっと届いたと思います。
マスコットキャラクター募集に
父が応募しました。家族でアド
バイスしたり、アイディアを出
したりして楽しかったです。こ
ういった取り組みは一家団らん
につながって良いと思います。

●コロナ禍一色の為、コロナ感染防
止策が最重要課題となっていま
すが、他の事業についても町民
の安全、安心を第一に考えての
施策だと思います。コロナが一日
も早く収束してくれる事を祈り
ます。町民一人ひとりのマナーや
自粛等で必ず可能だと思います。
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★一般質問（P4 ～ 9）
●野良猫等の問題について、ペット

を飼う人の意識の問題だが、“さ
くら猫無料不妊手術事業”への参
加は良いと思う。我が家の周りに
もたくさんの野良猫がいる事に
心を痛める。

●質問が多岐に渡っており、議員の
方々が勉強している事がうかがわ
れる。ただ、新人モニターには質問
者が同じ人に偏っている様に感じ
られる。３回目のモニター報告で
あるが、一度も質問されていない人
が見受けられるがいかがなものか。

●難しいと思いますが、コロナの PCR
検査が町で受けたい人が受けれる
様になったらよいと思いました。

●「稼げる地域づくり」の質疑を興
味深く読みました。「消えゆく町」
を受け入れている人も少なから
ずいる中で、前向きな構想に期待
します。考えることはいくらでも
できます。夢はいくらでも語れま
す。一歩一歩実現できる取り組み
を期待します。

★常任委員会レポート（P10 ～ 12）
●総合文化会館の音響設備改修工事

に多額の費用が費やされており、
大変驚きました。改修によって音
響の質が良くなったことを実感で
きれば良いのですが、町民の利用
している割合を見ると、ここにこ
れだけ費やす価値があるのか少々
疑問です。生活に直結し、不便さ
を感じている所がもっとある気が
します。優先されるべき所に必要
なお金がまわることを望みます。

●総合文化会館の音響設備は改修
されたようだが、コロナ禍対策と
しての、換気システムがどうなっ
ているか気になる。

●あけぼの大豆関係の売上収入は
歳入合計のどの項目に入ってい
るのでしょう？　身近なものの
動きがわかると見方も変わって
くると思います。

★おじゃまします（P20）
●クラフトパークバラ園ボランティ

ア登録メンバー 42 名、町外から
も多く参加してくれているんで
すよね。本当に頭が下がります。
いつも綺麗なバラを見せて頂け
るのも皆様のお蔭ですね。あり
がとうございます。どうぞお体
大切に。

★表紙について（P1）
●学校行事がコロナにより制限され

てきたなかで運動会が開催された
事は大変良かったと思う。色々制
約はあったと思うが、思い出の一
つが出来て良かった。

●今年はコロナの影響で運動会の開
催が危ぶまれる中、演目の変更や
時間の短縮、できる限りのコロナ
対策をしての開催だったと思いま
す。先生や関係者は大変だったと
思いますが、子どもたちの一生懸
命な姿や楽しそうな顔がみれてと
ても良かったと思います。来年は
思いっきり運動会ができるといい
なと心から願っております。

●徒競走は運動会の花形です。バト
ンを持っているところを見るとリ
レーでしょうか。３人の表情から、
それほど勝負にこだわっているよ
うにも見えません。「負けるな !!」
とありますが、誰に対しての声掛
けかな？なんていろいろと考えて
しまいました。『みんな　がんば
れ！』のほうが合っているのでは。
自分は足がのろくて、いつも負け
てばかりいましたから。

★組合議会報告（P13）
●組合に関しては、あまりなじみの

ない組合というのが実感です。無
事議会が終了したとの報告です
が、これについても特に意見はあ
りません。峡南衛生組合について
は、連日新聞紙上にとりあげられ
ていますが、この件については町
の対応が気になるところです。

●議会だより 60 号の受賞は編集委
員会の努力が報われたということ
ですね。これからも、わかりやす
い議会だよりを目指してくださ
い。組合議会報告は議事の結果の
みを記すだけでなく、飯富病院組
合議会では、「報告第 1 号病院事
業会計資産不足比率の報告」の内
容などを記すことで、飯富病院の
現状がわかるのではないかと思う
のですが。

★モニター通信（P18・19）
●紙面を 2 面にして頂いた事によ

り、より多くの読者はこの欄を
興味深く読んでいると思います。
なぜなら、同じ町民同士で他の
方はどの様に考えているのか？
がとても関心があるからです。

●モニター通信を読んでいると、一
つのものごとをみるのにいろい
ろな見方があるんだなと感じて
とても参考になります。これか
らも深めていきたいし、いろい
ろな考えをもっている方たちと
交流していきたいです。

★決算報告（P2・3）
●歳入の個人町民税と固定資産税

の減額と単年に捉えず、数年～十
数年の中でこの減額をどう捉え
るか、今後の歳入計画のおいて非
常に重要だと思います。過疎化が
進む地方行政で依存財源に頼る
ことは仕方ないことだと思いま
すが、歳出の関してより一層の計
画が必要だと思います。自主財源
での地方税以外の財源の検討を
計画してほしいと思います。

●実質収支において黒字決算です
けど投資的経費が増額している
様です。今後も町の状況を考慮
して財源を有効活用し、より良
い町づくりお願いします。

●厳しい状況が続く身延町ですが、
黒字決算となり町の健全な収支
にホッとします。今年度はコロ
ナ禍という事もあり、感染予防
対策や臨時給付金等、関連する
経済対策は今後も続くかもしれ
ない不安もありますが、柔軟な
支援を期待します。

●地域の財政改革を担当している関
係から、支出評価にやや神経質に
なっているのはお許し下さい。町
レベルでは、上部からの助成金が
多く頂けているので、収入に関し
てやや漫然としている感が否めま
せん。いつでも赤文字部分 30％
余りの収入しか無い状態で運営す
る覚悟をしておいて下さい。その
為の支出を考えるにあたり、総枠
表示ではなく、事業別支出表示を
考えてみては如何でしょうか？時
流の激しい変化に対応するには、
ベースとなる事業・投資的事業・
不要となった事業の峻別が必要で
す。時代は急激に転回しているの
に、今のままでいいのですか？

（議会だより№64の意見・感想等）
議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。貴重な
ご意見等を参考に、町民の皆様の「心
に伝わる」議会だよりを目指します。

モニター通信



　若草会は、平成28年に「やまな
し土木施設環境ボランティア」に
登録しました。
　真夏に行う大草集落前の広大な
河川敷の除草作業は、高齢化した
メンバーには大変な重労働ですが、
熱中症にならないよう気を付け、
草刈りを行っています。

　私たち「若草会」は、今から 36 年前の昭和 59 年、旧下部町三
澤大草地区に 40 歳以下の男性 17 名の若者で結成されました。
結成当時は、組対抗のソフトボール大会、町内一周の駅伝大会
へ出場をし、優秀な成績をおさめました。令和になり現在の会
員数は 10 名で、平均年齢が 60.9 歳になってしまいました。
　過疎化が進み集落の世帯数は 26 戸です。メンバーは集落住
民のために、一生懸命活動をしています。
　一年を通しての活動は、お山飾りの竹割から、どんど焼、大草
集落前河川敷の除草作業、お盆さんのナギンデ、バーベキュー
大会など、集落の皆さんに楽しんでいただける数々の事業を行
っています。
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若 草 会
「やまなし土木施設環境ボランティア」

お山飾りの柳＆どんど焼きの社

（夏の大草前河川敷除草作業） （除草作業中メンバーの休憩風景）
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お問い合わせ
「若草会」

〒 409-3117 身延町三澤 737
お手紙でお願いします
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